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Resum色

In thispaper,weanali2led severalecological

and technicalproblemsin biologicalassay of

insecticide,usedthird instarlarvaeofcommon

hous3 ny,Musca do7neSlicavl'cinaMacq.For

thispurposP,rthelarvae.offlyaredipped in
lindanc103.'emulsiムnofvariousconcehtrations,

during30,60,120,180,240minutesrespectively.

Then Dumberofdeadandpupatedlarvaeare

countcd24,48and96h(山rs after treatment.

Additionally, rateofemerg.er!ce･developmental

periodfrom eggtoemergenceofadult,andsex

ratiooEadultareobserved.Theresultsareas

follows;

MorlaliEyandconcentration-mortalityregression
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equationsoflaⅣae due to dipping inlindane

emulsionareshownTableIand II.M.L C.

(medianlethal conFentration)decreasesgradually
with"limeafterdipping"andwithtIledongation

ofdipping･time(seeFig.1).

Weobservedabnotmalpt:pationofsomelarvae,
wl一ich were treated with the insecticide.

Morphological1y, theirmouth parts remainat

larvalstage,butallotherparts areSuccessful

pupae(metathetely).Frequency distribution oE

theseabnormalpupaetologarithmofconcentration

oHindaneemu75ionfittedwithnormaldistribution

curve(Tab一eIV).Comparingwitllnormalpupae

treated witIl lindane emulsion, the rate of1

emergenceoEtheseabnormalpupaeisextrcmcly

low (TableV).Butbetween theLno,matpupae

treatedwith I;ndaneemulsionandwith water,

differenceoftherateofemergenceisinsignificant.

Therateofemergence,developmentalperiod

from egg toemergenceofadult,､andsexratios

ofnyemerged from normalandabnormalpupae

arcnotaffectedwithanydippingtime.

ErrtnbofSolnChlSeCticide80ntheReSPira一ionoffuscctOrgans,yiLhSpecialltcfercncc

lo一hcEEfecやofltotcnone･Jun-jchiFL.hrAM (LaboratoryofAppliedEntomology,FacJty

ofAgriculture/UniversityofTokyo)Received bet.29,1956.BoEyu-Kagaku,21,122,1956

(withEnglishresume,128).

が･ 昆虫の適等組織呼吸に及ぼす 望,3殺虫剤 の影響,矧 こロテ ノーンにつし､て 深見JlUi-

(仙 ;く大学 出学部 苦虫学研究室)31.10.29受理

托山の臓FJ詩納税呼吸特に神経および筋肉の呼吸代謝に及ぼす 2,3殺山剤 (パラチオン,DDT お

よびピレト))ン)とロチノーンの越智を比較検討した舶来,Z'nvivoおよび i'" ifroを並じて阻苔

のあったのは,ロテ/-ンのみであったo この結果と現在までに得られた知見とを結合すると, ロノ 1､
チノーノは神経および筋肉の細胞呼吸を抑制してそれらを林搾させ, 虫を致死させるものと推論さ

れろ｡

昆山のロチノーンによる申出症状は兆剤のいかなる

1次作用によって誘発されるかはまだ十分明かに さ

れてLp'ない｡古く Tischler?)はロチノーンの1次作

用は虫休の髄索利用能力の阻害であると推諭した｡守至

者 らはこの観点から虫体の細胞呼吸に対するロテノー

ンの彫蟹について検討を加え一)t5).5;,,筋肉組孤軍呼吸

代謝にロチノーンが直接作用していることを明かにL

I=｡本研允においては,ロチノーンの或要な作用点と

考えられる神経組椴の呼吸代謝に及ぼす彫蟹を,筋肉

や消化lm拙'の呼吸代謝に及ぼす膨饗と比較較討すると
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ともに,他の殺虫剤すなわち DDT,メチルパラチオ

ンおよびピレトt)ンについても比較実験を行ったので

報告する次第である｡

なお本研究を行うに当り孝明旨串を捌 っつた朔大出学

部山崎輝男助教授および檎橋敏夫氏,また粒々'ii益な

恥助言を協わった出林省出発放射研兜所石非毅二郎帖

士,古沢長次郎技官に厚くお礼叫し上げる｡

実験材料並びに方革

供試昆虫 :ワモンゴキプT)PeriL･laneEaamen'cana

L･および ダイミヨウバッタ LocusLa lnZgraLonla
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dalJl'EaL.の2和である｡

供拭煎剤 お よび 処理方法 :ロチノーン (mp

1620C),メチルパラチオン (純FA1,99.5,0.I),P..t･:･

DDT (mplO8oC)わよぴ ピレト.)ン (10(1ccの

エタノールrflにピレトリン Ⅰわよぴ ⅠⅠを●6g･含む

もの)である｡処刑JJ'u三はすべてitJ;J轍 ｡T') に叩ミじて行

つt=｡その:耶それぞれの殺虫剤の柿恥こmいた桁妹は

それだけでは全く彫智がなかった｡

神経.筋肉および消化器官の TTC呈色反応 :ワ

モンゴキ､プリを用いて行し.1,inviL'0の実験には前

紺 ;)と同じ方法を採用した｡呈色反応に班用した絞組

成は 1/1叩 卵 額街彼 (pH7･4)2'･畠-ml,2×10-,

MTTC (2,3,5-triphenyltetrazolium ch-1oride)1ml,

茶滑水1mlである｡tnt'L'E'Oの実験は,胸脱.W巾枢

神経索 (胸部節 3-脱Ⅶ耶6神経球)を桶川し,鞘 剤

0.5mlを加えた 4.5mlのゴキプ.)FT]リンゲル氏牧m

(ただしpH は 7.4に調節)に浸糾したのら,㌔1/oG/

TTC水堺披:(pH6),1% TTC .)/ンゲル氏披 (pH

7,4)または■̀1形 TTC 燐酸甥街披 (pH7･4)lml

の巾に移し,pTPi色を調べた｡なおこれらの実験はいず

れも31土20Cで行ったものである｡

筋肉 JIOm0genate呼吸および脱水素早粟活力の測■

定 :クールプルク検げ計をmい,33OCの田紀和内で

行った｡?ヾツタ雌舵各1朗のそれぞれの脱弧 IB3,脚

およびWl部を除去しキチンをつけだままの胸部の突肪

i士0.1g に4倍銃の 1/15M 賄敢摂術披 (pH7.4)

を加え,邪砕したものを節窮状とした｡都祁内攻組成

は,呼吸7)測花では 1/15M 蹄形枝街披1.2ml,恭河

水 1.4mlおよび homogenatelmlであり,脱水苅

酎素nTJたでは･1/15M 燐酸校術枚 1.2m1, 兆潮水

0.4m1,1/100M メチレンブルー 0･5m1,1/10M 背

懲カt)0.5mlおよび homogenate0.5mlである｡

さらにツンベ)'L,ク管法をも併用し前取l)に従って嫌気

的状態におけるTTC蓮元力をmlJ放して脱水素酵素括

ソJとし.また好気的状態におけるTTC還元力を呼吸

として表わした｡

轍 G)と全くrlrlじ方法によって行つ7こ

神経および筋肉Dコリンエステラーゼ活力の測定 :

ゴキブリ碓椛各2)7iのそれぞれの神経系(胸部第3-混

和郡6神経球)を招印紙で椛別して 4.8% homogenate

としたもの,または巾脚わよび後脚D腿即筋を同じく

20,0.'homogenateとしたものを郁男;状として用いた｡

甥的紋は苅潤水ILrr=こ0.15MNaCl,0.04MMgCl_I,

0.025MNaHCOIを含み pII8.0に調節したもので

LJlt)る｡

Hes【erinのIわJ:ぴ御 tfら杓 の方状に非づき現存ア

七チ)I,コtJンを発也させて520mFLで比色托LI坑を行っ

た｡

実 験 結 果

1.TIJtJt'川 における実験

^.2.3脱詩の TTC呈色反応に及ぼす殺虫剤の

影響

A.中寿麻痔期における呈色反応 :.麻酔 こ陥った

もの2)隈桝の呈色反応が対照に比較して低下していた

ものは,ロチノーンおよびパラチオンだけである｡.ま

1こ各階門のうらで反応の低下が早期に認められたもの

は神経および筋肉で,消化Tm昏はやや遅れて影響が現

われた くTable1)i

Table1. TTCstainingofsomeorgansof
the American cockroach paralyzed by the
injectionofinsecticides.

'nmeinminuteELfterinjection
o【insectici(leg

Insecticide 30 180 2110- 1440
-{-ヽ ■一一- -･■-■ヽ {

NMD NMD NMD NMD

十:Thesame(tegreeofstaini叩 nSC-onLtrol.
- :Decrease(1degreeofstaining.
N :Nerveco一(I.
M :Muscle.

D :DigestJ'veorgan.

パラチオン処理後 30分の麻押収にはまだ5!色反応

の低下は起らないのに.ロテノ-ンの場合は処理後30

分ですでに神経と筋肉に呈色反応の低下が認められて

いるので,さらに申讃症状発現とそれら虫色反応の低

下との閑適を見.LLlすべく,ロチノーン仰転位綾の只也

反応を検討した｡

l'.ロチノーン中奉仰転直後の神経および筋肉の

呈色反応 :仰怯-dl後の神経の_TT池 反応が筋肉J:りもさ

きに低下する (Table2)｡ロチノーン巾IJUゴキプー)の

神経および筋肉の歩Q布作をTE句刺激によって調べると,

まず中枢神経の自発性粥布5･3よび神経伝習性が底下し.

症状がさらに進行すると筋肉の粥替佐の低下がみられ

るが (深見 ･櫓橋未発表),この所見と●Table2の結

果とはよく-敦している｡すなわちまず神経の細胞呼

吸が抑制されて麻挿し,虫は仰乾し,'続いて筋肉の細

胞呼吸も抑制さ.れて筋肉麻輝がもたらされる.ものと考

えられる｡

以上 セムblelおよび Table2･を比較した場合ロテ
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ノ.-ン小沼にj:ち_7-fl耗'筋肉の TTC 虫色反応の低

下は巾は症状宛由と平行 して起るが,パラチオンでは

平行せず,柵 Ji糊 になって初めてilni包皮h古の低下が起

る｡ ′
～

Table2. DegreeofTTCstainingofthe
lneT.Yft.二･cLord. and muscle ofthe American
cockroach, just after knockdown by the
injectionofrotenone.

十十十 :Deepred. 十十:Lightred.
+ :Pink.･ -:Nostaining.

ll.E)チノーンおよびパラチオン中寺麻痔期におけ

るバッタ洪筋の基賞無添加 hoIふogcnate呼吸と脱水

蕪辞索作用･

ll'UJTiA における中毒時の酵素活力の定性的な観察

をさらに)に甜 伽こ調べるために,バッタ巽筋を使用し

て次の.Wf火映を行った｡I/

ロチノーンとパラ≠オンの申遠麻枠朋 homogenate

呼吸は的TrtA にわける皇色反応と平行して低下して

いる .(Fig.■1,2)｡
しかし脱水ii群議…活力は,ロチノーンとパラチオンと

では様相をbTQTにし,JrU者ではむしろ増加しているの事こ

後者では抑制が認められた｡パラ≠オン郎 諒では,輿

奮および仰転時のゴキプ')神経および筋肉のコ.Jンエ

ネテラーギ活力は高度に抑制されていることが知られ

ていlるが苧2',本実験にみられた パ ラチ オ.ンに よ る

ItofPOgenate呼吸および脱水素酵素活力の低下が.コ

I)ンエステラーゼ活力の低下に伴なう2次的なものか.

あるいは1次的に抑制されたものかは明かでない｡な

おロチノーンは 7'nI,itroではコ1)ンエステ.ラーゼを

mEJIしないことが知 られている7日8)ので二一,'TTIt'ivoに
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糾 ナる阻苔の13-1席を検討するために次の実験を行?Irp.

A ■ B At Bt∴-

Fig.1,.Inhibitionofendogenousrespiration

and dehydrogenase activity ofl九eImuscle

homogenateofthelocustparalyzedbythe

Ainjection of rotenone asindicated by.the

percentageofcontrolexperiment.30minutes■

afterinJ･ectidn二Dosageofrotenone,11γ/g,
･bodywe;ght.

会…監恵 ;dheih-yOdg,:ngaetneas,eeSpiration一
Warburgmethod.

会ttiEE:Soosee::::'き冨h-yOdgre.ngaetneasreeSPirationi
Thunbergmethod.

1
C.ロテノーン中毒麻痔期におけるゴキブリ神経お

よび筋肉のコリンエステラーゼ活力

ロチノーン処理後 1-3時間経過 し七完全麻如しで

ち, コ.)ンエステラーゼ活力 時低下していなかった

(Table3)｡
2.LnviEroにおける実験

A.筋肉組轍呼吸に及ぼす殺虫剤の影響

最終氾庇 5xlOJM において検討したが, 抑制が

認められたのはロチノーンのみであった (Fig･3-

Table4)｡
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Table3. Cholincstemscactivity oEthe
nerve cor(1an(Imuscleofthe American

乍OCkroLICh p･lralyzc(1by the injection of
rolenone.30-180minutesafterinjection.
Dos叩COfrotenone,lly/ど.

帥

Itn

l巾
20

0
A I王 Jl 1l ^ li

15TTl liOm いXIn

Fig.2.Inhibitionofendogenousrespiration
and dehydrogenase activity of ih占muscle
homogenaieofthe一ocustparalyzedIbythe
irljectionofmethylparathionasindicatedby

thepercentage.ofthecontrolexperimentl15･
60and 180rhinutesafterinjection'.Dosage
ofmethylparathion,8),/'g,bodyweight.

会::監霊……:::;吉eohm,Ode,eongaetneasreeSpirationi
ẁaTburgmethod.

+ さ○ ′ tFO 90 12lr一川
. FJ'g.3. 7nviEro･effectsofrotenone and
ーDDTonthe02uptakeofintactmuscleofthe1
American cockroach. Final concentration:

5×10JM,pH 7.4,33oC.

･- 0-0-..･.･⊥-▲Control
--･△--H△-･-. DDT

一一一･●-----+一一一一Rotenone

■Il.'神定の TTC鼻色反応に及ぼす殺虫剤の影響

1相和処刑で!?.也に低下をもたらしたのはロテノー

ンのみであった (Table5a)｡ロチノーンは15分後に

もすでに低下が認められ 況I,Ji:その他の条件を粒々変

えても, 明かに低下が.7Bめられた (Table5b)｡以上,

7'ntJz'troでは 1'nt･2'voの瑚合と杓迎して抑制が認め

られTこのはIロチノーンのみであっTこ｡ し

/1M ofAChhydrolyzedper30minutes

NeⅣeco一(1 Muscle

Control Rotenone ControlRotenone

Table4. 1nviEroeffectofinsecticideson
theO望uPtakeoEint{lCtmuscleoftheAm占ricLtn
cockroach.

Table5a.L71Vl'Eroeffectofinsecticideson
thedegreeofTTCstainingofthenervec(lr(1
oftheAmericancockroach.

+.･ThesamedegreeoEstainillgELS.COntrOt.
- :Decreaseddegreeofstaining.

Table5b. tlFtJ1'Lroeffectofrotenoneon
thedegreeofTTCstaini叩 Ofthenervecorll
oftheAmerican cockroEICh un(1er various
_environmentalconditionS.Incubntiontime:15
minutes.

lcorn.;eennirnae'i笛 ;f

1%TTCphosphatebuffer
(pH 7.4)

1%TTCRinger
(pH 7.4)

1,%TTC.distilledwater
(pH 6)

10ヤ 101510｣;10-7

一 一一･十
+:Thesamedegreeofstaining
- :Decreased.degreeofstaining.
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考 察

DDTitJJ:ぴ ピレト.)ンは本実験の結果では in

t'1'Lro, 1'l川 ivoいずれの場合にも呼吸酵素系に対し

て何F'の雌世もなかった｡DDTについては Hurst10)

わよぴ Sacktor.10)がチトクローム C勧化形式を阻害

するとImJbして以来,抄き続きJohnstonll)も同じ結

u!をf.Jている｡しかしこの阻害は1次的なものではな

いとする Anderson,March&MetcalflI の報告や,

チトクローム.C酸化群議以外の呼吸系および鱗酸化を
附'LlEする吋 は性 につい ての Sacklin,Terriere&

FrcmmatIgJの報告があるこまたピレト')ンについて

も Morrison& Brown16)はチトクローム C硬化酵

諺;を仙'ijすると報告している｡しかしこれらの報告は,

約んど 1'/ItJ1'Lroの結果を主としており.invivoの

火映をあわせ行ったものではないoさらにまた青松カ

リ.皿セレン酸ソーダ.2,4･dinitrophenol,昇東,拡
散t=ド.ロキシルアミン.並批敢ソーダおよび窒化ソー

ダなどの代謝Fl1告別は,ゴキプ.)筋肉の TTC塁色反

応を紙下させる6)｡もしDDT およびピレトT)ンが呼

吸那邦系を1次的に浸すならば, 2'TIVZ'Lro,7'nvivo

のJVd'火映にむいて呼吸酵素系の抑制 が認 め られ

TTC _Til色反AL:も低下するはずである｡ゆえに現在ま

での知見を結合すれば,DDT およびピレト')ンが呼

吸即諾三系を1次的に抑制して招力を発揮するものとは

増え射たい｡

･またパラチオンについては,呼吸酵宗系の抑制作用

があるとする報告一一日も と,抑制がないという報告的

がある｡木火映では,in viEro の抑制が認められな

いが.1'l… L'voにおいて明かに抑制が認められた｡.し

かしこの JIltJz'vo の結果が1次的なものか,他2)厨

川に,tつてもたらされた虫の生理的機能低下による2

次的なものかはt11茄に考慮しなければならない｡また

バラ1･オンの活性化物が･呼吸酢弟…系を浸す可能性も考

えられる｡

鵬試鵡剤中 ロチノーンだけが invivo および in

I,ilro･とも呼吸群議系を抑制し,かつ中毒症状と平行

して神経および筋肉の呈色反応を低下させた｡ゆえに

卯 包呼吸抑制が,ロチノーン中毒の一般的所見である

神経麻坤および筋肉麻坪と密接に関係していることを

ボしている｡また占テノーンの呼吸酵素系に対する現

在までの結果を一括すると Table6のようになる｡

この誠のなかで二宮17),=R久12㌧ 松本 ･早川11)および

鈴木･JLJ崎 ･石井23) の実験は磨砕枚に基質を添加し

･12(;

節 21 巻-汁

た場合の脱水某作用に対する薬剤の彫哲を調べたのみ

である｡しかしこのi:うな場合にもし義昭 無添加の活

力が高くて基質添加の活力との差が少いと,後者に対

する薬剤の阻害作用が認められてもそれがその?益田2)

脱水素酵素作用に対するものか,他の脱水宗形讃作用

に対するものかは不明であるので,そのような実験純

果だけから結論を下すことはできない｡ゆえに兆円兜C

添加の活かに対する薬剤の影響を同時に央験するか.-

または基質無添加の活力を軸祝しうる程度にできるだ

け小さくしてそのうえで韮質感加の活力に及ぼす好甥

を調べる必要がある｡そのほカi2)実験結果は.ロチノ

ーン中古の1つ 2)要因は細胞呼吸抑制であるという推

論をすべて持定している｡ なお前報5)で は肪 肉の

TTC呈色反応;に対してロチノーンの invitroの抑

制はなかったが.そのさいの処理時間は1時間であり.

その後処理時間を3時間に延長した結凪 明かに抑制

が認められた｡以上述べたことにより,ロチノーンは

まず神路 続いて筋肉の細胞呼吸を抑別してそれぞiL

麻掛 こ陥らしめ,虫を死にいたらしめるものと考えら

れる｡また Fig.1に見られるように. ロチノーンは

invl'voにおいて基質細顧加脱水宗酢讃作IT1,を7'.1める

が.また一方llfJ述の如く呼吸作用を低下させる｡一般

に呼吸作用が低下するときは嫌気的解糖作用は捕まる

ことが知ら.11ている｡たとえば虻の縫匠坊をモノフロ

ール酪酸ソーダで処理すると,筋の呼吸は低下するが

嫌気的脈拍作用はfi的nする3)｡ ゆえにロテノ-ンの似

合も呼吸の低下によって解舶作FT]が高まり,.G.･平泉削こ朋

係した脱水素酵素活力が高まったものと放線されるの

で.日下解糖作用に及ぼす雄蟹について追求巾である｡

一方またラッチをモノフロール酷敢ソ-ダで処理す

ると,肝月払 心隠および骨格筋においてクエン敬が苗

耶されるが,このときグルタミン憩.グルタミンおよ

びアスパラギン酸の消柴はかえって盛になることから.

代俄的にグルタミン顧勧化聯素系の活力が大になるの

ではないかと推論されている2'｡ ロチノーγでも代脈

的過程への彫饗が考慮きれるので,この点についても

研死を進めている｡

なお消化田宮特に中脳は Sacktor&Bodensteinm

および深見5)が指摘したように,呼吸代謝やTTC虫

色反応が極めて強い臓桝であるが,これが他の描出と

比較して兆剤の彫皆によるTTC生色反応の低下が弱

いということは興味あることなので,日ド検討を加え･

ている｡
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Tablc6. Sum汀IaryOftheresultsobtahed todateon themo(le
ofActionofrotenone,especia一lyrcSpimtorymetEIbolism.

JinvL'lro intJz'vof

Insectrcspiration

Nervecord
TTCstaining

Muscle

′ヽ

董 萱

V) A)
一 b L)
コ 0

∽ ｢⊃

2 重

02uptakeofiTltaCtmusc一e
O･=uptakeofmusc 13homogen a te

Oxidativephosphorylation
Respiration

Phosphorylation

TTCstaining

Succ;.nicdehydrogenase

Succinoxidase

Cytochromecoxidase

Wholebrei
Dehydrogenase

(inthepresenceofsubstrate)
Succinate

Citrate

Malate

Lactate

Glycerophosphate

Glutamate

〇

〇

〇

〇

一

Reference

Fukami(1954)

Harvcy& Brown(1951)

Tischler(1936)

Fukami(1954)

Presentwork

Fukami(1955)

Fukami(1955)

Tofnizawa& Fukami(1956),

Tomizawa& Fukami(1956)

Fukami(1954)

Presentwork

Fukami(1954) '

Ninomiya(1932,1953)

Fukami(1954)

Fukam'i,Suko皮 Ⅰくusano(195･1)

Morrison& Brown(1954)

Kanehisa(1953)

Suzuk王,Yamasaki皮 IsIlii(1951)

Kanellisa(1953)

Suzuki.Yamasaki& Ishii(1951)

Kanchisa(1953)

Suzuki.Yamasaki& Ishii(1951)

KaneIlisa(1953)

Matsumoto& 甲ayakawa(1952)

Matsumoto& Hayakawa(1952)

○:Noeffect. - :Inhibition. 士 :Slightinhibition. 券:Unpublisheddata.

要 約

1.2.3殺虫剤 (ロチノーン,メチルパラチオン.

p,p'･DDT およびピレト')ン) 処理のワモンゴキプ

I)巾iu麻相川の神経.筋肉 および 消化門皆の TTC

(2,3.5･triphenyltetrazolium ch一oride)呈色反応,lT･

ここ7)みた約5托.反応の低下が認められたのはロチノ

ーンとパラチオンのみであった｡杓にロテノ-ン処甥

の場令には.仰位-N後にすでに神経のii色反応が低下

していた｡

2. ロチノー.ンおよびパラチオン巾itf柵..MWのダイ

ミヨウパック班筋の兆TU.lP:ボ加 homogcnate呼吸は,

明か:･t抑制されていた｡しかし兆TI知将 加脱水端群苅

括力は.パラチオン処理では低 ドしていたが,ロテノ

-ン処世ではむしろ増加が認められた｡

3･ ロチノーン巾弓U僻抑例のワモンゴキプ')神経わ

よび筋肉のコ))ンエステラーゼ活力は抑制されていな

かった｡

Ll. ワモンゴキブリ筋肉机抱呼吸わ,Lび神経の

TTC虫也反応に刈する 2,3究芝山刑 (5×10JM ロ

テノーン,5×10JM メチルパラチオン,5×10,5M

タ,P'-DDT および 6.6×10JM ピレト))ン)の in

viEroの彫響を調べた結果,抑制の認められたのはロ

チノーンのみで,他の殺虫剤は何ら影響はなかった｡

5･ ロテノ-ンについての現在までの結果を要約す

ると Table6 のようになり,ロテノーンは神経およ

び筋肉の細胞呼吸を抑制してそれらを麻搾させ,虫を

致死させるものと考えられる｡
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Resume

lthasbeenreportedinmypreviouspapersthat

theprimaryactionofrotenoneistheinhibition

oftherespiratory.metabolism oftheinsect･In

this report, the effects of rotenone, met】lyl

parathion, i,,1･'LDDT,andpyrethrins,onthe

respiratory metabolism ofthenerve cord and

muscle were investigated using LTert'pZa/leLa

ameT･icanaL･andLocusね~migraloriadanicaL.

1. ThedegreeofTTC stainingoftheneⅣe

cordandthemusc一ewasdepres占ediふtheparalyzed

roach treated withrotenoneorふetylparathion,

butnotdepressedwith DDTorpyrethrins.In

rotenone intoxication, depression r)f staining

wasrecogniz;edintheroachjustafterknockdown.

2. Thechangeinoxygen uptakeofthemuscle

homogenate,and dehydrogenaseactivity inthe

locustwere determined during paralysisafter

treatmentwith rolenoneormethylparathion.

ItwasrecognizedthattheoxygenuptakeoEthe

homogenate was inhibited by treatmentwith

eitherrotenoneorparathion.Thedehydrogenase

activity was depressed byparathi'on.butwas

increasedbyrotenone.

43･ Thecholinesteraseactivityofthencrvccord

and the muscle of the roach､treated with

rotenonewasnotinhibitedduringpara一ysis.

4. Theoxygen uptakeofthemuscleand lhc●
degreeofTTC･stainingofthe nervecordof

theroach wasdepressed byl'llViLl･Otreatment

with 5×10115M rotcnone,butnotinfluencedby

5×10JM methylparathion, 5×10lSM P,P'･

DDT,and6.6×10-5M pyre【hrjn.

From theaccumlateddata(Table6)concerning･

themodeofactionoErotcnone,ithasbccn

concluded thattheprimaryactionofrotcnoncis

theinhibitionofrespiratorymetabolism ofthe(
nerveandmuscleofinsects.


